



A.C.ソ ー パ ー 著
谷 川 博 美 訳
〔訳者 まえがき〕
小稿 は、『ARTIBuSASIAE(VOL.LI,1/2/MCMxCI)』(1991)に掲載 された 「A
NORTHERNWEIPAINTEDCOFFIN」の筆頭著者 ・米国バ ード大学(ニ ューヨーク)
のP.E.カレッキー博士 との私信によって好意的な翻訳許可を得ることがで きて、 この
私の拙い翻訳の運びに至った。この事は翻訳者 としてこの上ない喜びであった。
そ して本誌 『佛教大学大学院紀要 第34号(2006年3月)』上 に、その前半部分が
「北魏漆画棺(一)」として掲載された。この翻訳文はその後半部分である。
漢民族以外の異民族による北魏政権の成立は、文化面でも多彩な面貌を我々に表出
して くれる。北魏文化の特色については種々論 じられているが、我々の研究対象 「孝
























形で表現 された雲の問には星座セットも描かれている(47)。別の河南(訳 者注 一河南蒙古族自治







て、三列から四列の小 さな渦巻 きで満たされた形で描かれているが、ここ(元 叉の、洛陽墓の
ドーム状の煉瓦の天井の天の川)に は鳥も魚 もいない。天の川の両側には沢山の星座が配置さ
れていて、その大半は容易 く判別できて、星は見慣れた円盤と線で慣例通 りの形で繋がってい
る。 ドームの周辺部の一部は、浸水によって破壊 されているが、風神と雷神が一元来他の物 も
描かれていたと思われるが 一描かれている。


















まりは、当然のことなが ら西王母に対する配偶者 という存在であり、西王母 と同等の人物 とし
てここに登場する東王父(公)と いう人物である。
棺蓋の幅広い末端部に描かれたもう一つの象徴的な造形物は、性の対比 をより一層強調 した
ものとなっている(図7、8)。 円盤状の太陽 と月が祠堂の屋根の端近 くに位置を占めている。
西王母と月との組み合わせは、"漢"と"後 漢"と の密接な関連性を具現するものであり、その
西王母には常に月の中の兎が付 き従っている。それに相応 じるように、太陽には三本脚の烏と
"陽"と組み合わせ られている。建物の屋根か らそれぞれ遠い左右の角(鴟 尾)の 上方には"小
龍"と"不 死鳥"が描かれているが、この両者はのちになって皇帝や皇后を象徴するものとな
った。恐 らくは商(訳 者注一殷のもとの名)王 朝と同 じ位早い時代には、この龍と不死鳥とは
男性と女性の力のしるしであ りその象徴でもあったようである岡 。
加えて、東王父と西王母には、聖なる者の仲間 とされ、後代 には太陽や月とされる円盤を伴




葬地であった洛陽の、紀元前一世紀初期か ら中期にかけての墓の切妻屋根の頂(墓 頂)の 内側
に縦長い形で配列 されたものである(56)。極めて一般的な感覚で言えば、その図式は固原の漆棺
の棺蓋用に準備された手本かともいうべ きものであった。 しか しながら、長 く曲が りくねって
流れる"天 の川"の 代わ りに、このパネルは、渦を巻 く雲、太陽とか月とかの円盤状の もの、
巨大で動 きのある架空の不思議な動物、そして我々の神 という存在の代わりに、蛇のように曲
が りくねった下半身を見せる(訳者注 一人身蛇尾 と言われる)伏 義と女蝸などがいる区画 とし
て描かれている。死者とその妻は、西王母の楽園天国に出迎えるために膝 を折った格好の"天
帝の侍女"の 方へ向かって、架空の不思議 な動物に乗って空を横切る小 さな人物像として描か
れている。この絵画について論 じた 『文物』の作者の一人は、北朝鮮にある漢の植民地の首都






尖って描かれた高峰(訳 者注 一信立祥はその著書 『中国漢代画像石の研究』で、沂南画像石墓
中室八角檠天柱画像 と題するこの箇所を 「…天蓋の下にそれぞれ東王公と西王母が坐っており、


























の場面では、彼の所有地が耕 されて、家畜を飼育 したり、家畜の番をした り、果実をもいだり、




に注 目している。最 も初期のものは#249の墓(訳 者注 一NHK取材班編 『写真集 シルクロー













る。然 し乍 ら、もし上述のような人物挿話が初期仏教の伝統上に存在 したとすれば、それは極
めて稀なことであった。何故ならば、もし中国の二人の民俗神が仏経界でその役割をこれまで




死の人(仙 人、鬼神)に 連れ られ、上に下にとヒトに似た怪物の走る様子が描かれて、小 さく





のもとを訪れることが許 される;そ して、毎年一回は雨をもたらす という象徴的な渡河を小作
人たちが演 じたように、 この組み合わせは、雨を必要とする農民 と広 く関係づけられるように
なった。









識からすれば、このような場面は恐 らく古代近東世界か ら始まった(64)。しばしば見 られる中国
式の精細な装飾 一例えば追跡中の動物が方向転換 して後に回ったとき後ろを向いて矢を射る騎
手といったような一は、思うに"最後の一矢"と いう見馴れた、より近代的なテーマに基づい














とって近東の織物のデザインとして見馴れたものであ り、恐 らく衣類や個人用品に取 り付けら
れた装飾的な胸飾 りから得 られたものであろう。真珠の付かない、動物や樹木をモチーフにし
た小円盤は、ローマ皇帝アウグス トゥスの時代 と日付されて、半イラン系で半ギリシア系の























柔 らかい縁取 りで、一点で接 したダイアモ ンドやダイヤモンドに似せた菱形面と呼ばれるも
のを形にした種々なデザインは、植物モチ ーフで満たした大 きな模様 と小 さな模様との対照の
妙を見せた固原の棺蓋のデザインとしてその姿を見せている(図7)。類似のデザインは5世紀
と6世紀のペルシャ ・ササ ン西部と朝鮮の文化的地域の両方で発掘された(72)。
孝行 ・孝子場面の真下に、狩猟場面(図1、6、13)の 真上に展開し、移 し替えられた卵鏃
(卵形 とや じり形)模 様に似たものは、二重の不捻性の雄蕊をつけた蓮華模様の帯であ り、ある
意味で六朝時代の仏教芸術を支持するメンバ ーたちには大変広 く用い られた連続装飾であ り、
それらは彩色された り、彫刻された りしている(73)。なにゆえ孝行場面が火炎を吐 く三角形で区
分けされているのであろうか。この事については、当時を遡ること500年前のノイン ・ウラの遊



























柄 によれば、彼 の姿 は前 向 きに坐 り、布 で出来 た天蓋の下 で大 きなロ ーブを身 に付 けてい て、
外 部 には小 さ く描 かれた侍者 を随 えている。彼 の妻 は小 さ く描 かれ、下手 な遠近法で夫 と同 じ
ような天蓋 に下に半横 向 きの姿勢 で坐 ってい る。#5の 墓 に見 られ る彼女 とその メイ ドは風 変
わ りな髪型 をし、酒泉 乙女 の音楽家 に非常 に よく似 ているのである。
孝 行息子 としての舜 と堯の二人 の娘 の夫 としての舜 に対す る特 別の栄誉が支払われ た理 由 は
魏 の歴 史の起源 について簡潔 に記述 された伝 説 に拠 るのか も知 れない(77)。中国内外 のその他 の
全 ての民族 と同 じく、拓 跋部 も黄金期 の皇帝、黄 帝 を唯一の祖先 と見做 した(黄 帝の子孫 と称
した)と 言 われ ている。 中国西部で は、大体歴 史上 の第一番 の支 配者 は旱魃 をもた らす女悪魔
を追 い払 った とされ、舜 か ら崇敬 され て地の父祖、即 ち農の父祖 とされたのであった。
1988年に なって、寧夏県 の漆棺 につ いての よ り十分満 足すべ き調査報告が、'『固原北魏 墓漆





















れてその支配権を取 り戻したのであった。しか しながら、彼が皇太后 ・胡氏にとって義理の兄弟で




































間中に天帝たち(西 王母と東王父)は 存在 し続ける一方で、それ以外に装飾の発展の軸上では主題
の模様が大きく変化 したし、時には甘美な現実離れ、空想的な歴史から採られた画像、肖像が含ま
れることさえあったのである。




送品 と丹精を込めて作 られた煉瓦模様に関するものであった。金鍍金 した御璽や破風に直立する煉
瓦によって、肩書きが明かにされたとは言え、所有者の名前を示す証拠は見つけられなかった。彩
色墓#5は 、墓主の冠った帽子が正式の晋一様式であったために、その墓が314-442年の間に涼 という
名前 を用いた5つ の短い王朝 一前、後、南、北そして西(訳 者注:東 洋史辞典の歴代世系表参照
p.822-823)一の内の一つの王朝のものとされたのであった。その時代に短い王朝の支配者(或 いは







渠蒙遜の伝記が収められている。後者(泪 渠蒙遜)は 魏の外交全権公使 ・李順の高いレベルの外交











































した皇太子 ・元謐 一の入れられた、 より精巧で技巧的な墓誌石と墓誌蓋は尚そこに存在するかのよ
うに(墓碑銘のアルバム ・漢魏南北朝墓誌集釈、北京、19、172と579を参照)、ごく最近中国で出
版 されたのであった。 ミネアポリス博物館の墓誌石 と墓誌蓋の一対は拓本から几帳面に トレースさ
れただけに、非常に印象的なものである。石棺の原型は固原で発見された木棺のように断片的なも
のであったかもしれないし、その失われた箇所は十分な指導 ・教育も受けていない現代彫刻家の想










(77)この雑種 ともいうべき伝統に非常に強力な中国風の彩色を混合 させたものが存在 したことで、その
発明品は固原の墓よりも遅い時期かも知れない。李順の息子たちが処刑された時、偉大な親中国に





小稿は、既述 したように 『ARTIBUSASIAE(VOL.LI,1/2/MCMXCI)』の 「ANORTHERNWEI
PAINTEDCOFFIN」の筆頭著者 ・米国バ ード大学(ニ ューヨーク)のP.E.カレッキー博士 との
私信によって好意的な翻訳許可を得ることができて、私の拙い翻訳の運びに至ったのであった
が、前号の 「北魏漆棺画(一)」の掲載誌と別刷 をお送 りしたところ、大変喜んで頂いた。 この
事は翻訳者としてこの上ない喜びであった。











(指導:黒 田 彰 教授)
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